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卵巣 に発現 す るg1℃wthfactOrは、 下垂体前葉 か ら分泌 され るゴナ ドトロピンと協調 して卵 胞発育
を調節 している.長 年研究 され てきたイン ヒビン ・アクチ ビンに加 えて、 同 じTGF一βsしll〕e】・fa111ily
membel'に属 す るbollemorphogelleticplloteil1(BMP)の卵 巣 での発現 と生殖 内分泌f乍用 が1999年に
Shima8akiらによって初 めて報告 され た,卵 胞 発育 において穎 粒膜細 胞の増殖 と分化は最 も重要 な生
理現象の一一つ であ るが、穎粒 膜細胞の分化 には卵胞刺激 ホルモン(FSH)応答性 の獲得が必 要であ り、
分化 に伴 いステ ロイ ド合成に寄与す る転写因子 ・酵素の発現 を介 してエス トロゲン ・プロゲステ ロン
の産生 が誘 導 され る,BMPは 卵母細胞 ・穎粒膜細胞 ・爽 膜細胞 か ら分泌 され、細胞特異 的に分布す
るBMP受容 体 シグナ ルを介 して細胞 間での情 報伝達 を行い、卵胞 ステロ イ ド産生 や排卵 の制 御因子
として機能 してい る。 なかで も卵母細 胞特異的 に発現を認 めるBMP-15の生殖内分泌にお ける重要性
は、2000年に報告 され た排卵異常 を もつ ヒツジにお けるbmP-15遺伝子 異常の発 見、2004年に報告
され た ヒ ト卵巣機能障害 におけ るblnp-15遺伝子変異の存在 に よって注 目を集 め ることにな った。 さ
らに卵巣 のみな らず、BMPは 下垂体 の発生 ・分化 にお いて も重要 な役割 を担 い、 ゴナ ド トロ・一プか
らFSH分泌 を促すことで中枢性 に も生殖内分泌調節に寄与す る。 また副腎皮質 に発現す るBMP-6は、
allgioten8illII下流 の シグナルを増強 してア ル ドステ ロン分泌を調節す るほか、副 腎髄 質 に発現す る
BMP-4はカテ コラ ミン分泌 に関与す る。 このよ うにBMPシ ステ ムは、生殖 内分泌 系にお いて中核的
な役害1」を もつほ か、性 腺外 でも組 織特異的 な内分泌 調節作用 を発揮 す る。BMPの 多面 的 ・全身的 な
内分泌調節作用 について紹介 したい.
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